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Ｄｅｆｏｃｕｓ用ファイルの作り方 

 

概要 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアでは、複数のＤｅｆｏｃｕｓ曲線を抱えていて 

   同時に複数の極点図のＤｅｆｏｃｕｓ補正を行う機能があります。 

   この機能実現の為に、物質、受光スリット、別に多項式近似群が必要です。 

 

   Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、被検物質と同一条件でｒａｎｄｏｍ試料を測定した極点図が必要です。 

   あるいは、ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃプログラムで計算により多項式近似曲線を作成します。 

 

作成の流れ 

  

 ｒａｎｄｏｍ試料    計算による 

 

 複数の極点図測定 

 

 ｒａｗファイル     ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃ 

 

    ＡＳＣＩＩ変換 

 

 

 Ａｓｃファイル 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ   多項式近似ファイル 

 

 ＴＸＴ２ファイル作成 

  

 ＤｅｆｏｃｕｓＭａｋｅ    ＡｄｄＤｅｆｏｃｕｓＦｉｌｅ 

 

 

  

    複数の多項式近似曲線ファイル 

 

 

 

 

 

測定データ、或いは計算による多項式の先頭にミラー指数でファイル名を作成する。 

 

 

 



 

実測定データ（ｒａｎｄｏｍ試料）から多項式近似曲線を作成する。 

Ａｌ－ｐｏｗｄｅｒを受光スリット７ｍｍで測定 

(111)                            (200)                           (220) 

     

  

ＡＳＣ変換プログラムでＡｓｃファイル化 

  

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅプログラムでＴＸＴ２ファイル化 

 

バックグランド除去、強度の規格化、でＴＸＴ２ファイルを作成する。 

 

 

ＳｏｆｔＷａｒｅから  



ＴＸＴ２ファイルの選択 

 

 

多項式近似ファイル名を入力して でファイル内容が表示される。 

 

 

完成した多項式近似ファイルとＥｘｃｅｌ表示用ファイル 

 



計算による多項式近似曲線の作成 

Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、光学系で決まります。 

今回、ゴニオ半径１８５ｍｍ，受光スリット７ｍｍとしＡｌのＤｅｆｏｃｕｓ曲線の作成 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅプログラムの 

ＳｏｆｔＷａｒｅから  

 

 

四角の欄外をクリック 

 

Clip で成形する。 

 

 



  

Ｆｉｌｅ－＞Ｆｉｔｔｉｎｇ Ｆｕｃｔｉｏｎ ｓａｖｅ 

  

 ファイル名を指定してｓａｖｅする。 

  

 １１１＿－１Ｆ．ＴＸＴファイルが作成される。 

 同様に、２００，２２０を作成 

  

 複数の多項式近似ファイルが作成される。 

 

  

 



  

 

先ほど作成した複数の多項式近似ファイルを一括指定 

 



ファイル名の入力して  

 

 

複数の多項式近似曲線が登録された。 

 


